
様　式　イ

・認知症サポーターテキスト　502千円
・認知症サポーターリング※　6千円
※認知症サポーター養成講座の受講修了者に配布しているもの
で、認知症サポーターの目印であるオレンジ色の腕輪、別名オレ
ンジ・リング

・認知症サポーター養成講座の実施　610千円
・キャラバン・メイトフォローアップ研修の実施　11千円
・キャラバン・メイト活動意向調査の実施　30千円

平 成 23 年 度 第 ２ 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の １ ）

施策体系コード 3-1-2 事業名 認知症サポーター養成事業

保健福祉局保健福祉部介護保険課　増子　℡　211-2547

全　　体　　計　　画

事

業

内

容

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞
【平成19年度】
・サポーター養成講座の実施　83回
　受講者（認知症サポーター）数　2,345人受講
・サポーター養成講座の講師（キャラバン・メイト）に対するフォ
ローアップ研修の実施

【平成20年度～22年度】
・サポーター養成講座の実施
・キャラバン・メイトの新規養成

・認知症に対する市民理解の推進を図り、地域における認知症
の方と家族への支援体制を整備するため、認知症の支援者（認
知症サポーター）を養成する講座を開催する。
・認知症サポーター養成講座の講師（キャラバン・メイト）を育成す
るとともにその力量向上のため研修を実施する。
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平 成 21 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 22 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）

平 成 19 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 20 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）
・認知症サポーター養成講座の実施　279千円
・キャラバン・メイト対象フォローアップ研修の実施　27千円

・認知症サポーター養成講座の実施　590千円
・キャラバン・メイトの新規養成　67千円



様　式　イ

22年度末
(実　　績)

1,862人 4,207人

22年度末
(目　　標)

18年度末
(現　　状)

 サポーター養成講座は、キャラバン・メイト（市内介護事業所に従事する介護職員や、地域包括支援センター・介護予防センター職員、
認知症の人と家族の会会員等）がボランティアで講師となり実施している。

今   後   の   事  業  の  予  定  ・ 方  向
・ 高齢化の進展に伴い、今後も認知症の増加が見込まれるため、引き続き市民理解の推進に有効である認知症サポーター養成講座を
実施する。
・ 認知症サポーター養成講座の受講対象者を、小中学生（保護者を含む）等の若年層へ拡大していくための体制整備を行う。
・ キャラバン・メイト同士の連携づくりと、質の向上を図るため、フォローアップ研修を行う。

・ 認知症サポーター養成講座について
　マスコミや各種研修会を活用した事業周知、キャラバン・メイトの活
動等によって、地域住民や企業等を対象とした講座の回数が増加
し、認知症サポーターは、当初の目標値であった9,000人を大きく超
え17,227人を養成することができ、認知症の市民理解が進んだ。
　また、平成21年度に開始した本市（福祉職場）職員の認知症サ
ポーター養成講座では、平成22年度までの２年度間に、目標として
いた1,000人には届かなかったものの935人を養成した。
・ キャラバン・メイトの育成について
　効果的・効率的に認知症サポーター養成講座を実施するため、定
期的にキャラバン・メイト養成研修及びフォローアップ研修を行い、
数と質の確保に努めた。

評    価　（　成　果　） 課    題

12,013人 17,227人 9,000人

19年度末
(実　　績)

20年度末
(実　　績)

21年度末
(実　　績)

達　成　目　標　の　状　況

項　　　　　　目

施策体系コード 3-1-2

市 民 ・ 企 業 等 と の 協 働 の 状 況 （ 市 民 ・ 企 業 等 の 参 加 、 支 援 、 協 力 の 状 況 ）

事業名

■市民との連携、市民参加

認知症サポーター養成事業

平 成 23 年 度 第 ２ 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の ２ ）

　（該当なし）

・ これまで市民（町内会など）や企業を対象とした認知症サポーター
養成講座が中心であったが、今後は若年層に対象を拡大していく
必要がある。
・ キャラバン・メイト同士の連携の場が少なく、個々の活動内容に差
が生じており、質の平準化が必要である。

7,052人認知症サポーター養成数（累計）

　 [資金協力]（該当なし）
　 [人材協力]（該当なし）
　 [情報協力]（該当なし）
　 [その他の協力]（該当なし）

■市民・企業等が参加しやすい環境づくり

■企業等との連携・協働
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（単位：千円）
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平 成 23 年 度 第 ２ 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 事 業 進 行 調 書 （ そ の ３ ）
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事　　業　　費　　の　　推　　移
項  目 19年度 20年度 21年度 22年度 計
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《全体》
[19年度]

[20年度]
  19年度の認知症サポーター養成数の伸び率を考慮して20年度予算を計上していたが、実績が見込みを下回りテキスト代等の支出が少
なかった
［21年度］

［22年度］

計　画　と　の　差　異  (　予　算　・　実　績　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)
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